


　総務委員会・環境産業委員会・文教厚生委員会、それぞれがテーマを決めて調査研究をし
ています。議会報告会で調査内容の中間報告を行い、皆さまからご意見をいただき、そのご
意見を反映し、市長に対しての提言書にまとめていきます。
　掛川市議会ホームページにて、11月１日から公開いたしますので、ぜひ動画をご視聴い
ただきWEB上のアンケートにて、多くのご意見をお寄せ下さい。

　掛川市議会では、2人以上の所属議員を有する会派が質問できます。
個人の一般質問と違い、市長の施政方針や予算の大綱的な質問をしま
す。今年度から11月議会で行うことになり、来年度予算を大きく左右
する質問となります。ぜひ、ご注目ください！！

市議会の感染対策ってどうなっているの？

議場ではマスク着用の上、十分に換気をしています。
密にならないよう半数の議員は議場外のモニターで
視聴しています。
オンライン会議やオンライン研修も実施中ですよ！

近隣市町との連携による
効果的な行政の在り方に
ついて

総務委員会

掛川市のカーボンニュー
トラルに向けた意識改革

環境産業委員会

子どもの貧困対策

文教厚生委員会

市民の皆さまからの声

会派代表質問

視聴方法
掛川市議会  議会報告会
 右記QRコードからもご視聴いただけます！

 （水道、下水道など5会計）

今回は３つのお知らせがあるよ

11月議会で、会派代表者が市長 · 教育長に問います！

　議会報告会は、「市民に開かれた議会」を目指し、今年で
９年目となります。
本年もコロナ禍により、WEBにて議会報告会を行います。

茶のみやきんじろう © 掛川市

WEB de かけがわ 議会報告会

Topicsトピックストピックス
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 （国民健康保険、後期高齢者医療保険、介護保険、公共用地取得、掛川駅   
周辺施設管理、大坂・土方工業用地整備、各財産区　計10会計）

■特 別 会 計

将来負担比率は43.6％、貯金に当たる財政調整基金は約10億円を取り崩し、基金残高は27億
4,468万円です。

令和２年度　各種会計決算を認定令和２年度　各種会計決算を認定

決 算 概 要

■一 般 会 計
●コロナ対策に追われた1年
　この1年14回に及ぶ補正予算が組まれ、予算
の見直しによる歳出の削減、各種給付金やワクチ
ン接種体制の構築、感染症対策の備品整備や、中
小企業の経済対策などが行われました。国や県か
らの新型コロナウイルス感染症対策関連の交付金
などは135億円余にのぼっており、市は日常業務
をこなしつつ、感染症対策にも全力をあげました。

●GIGAスクール構想の推進と待機児童の解消
　小中学生にひとり1台のタブレットを貸与しネット
環境も整えるGIGAスクール構想を推進しました。
●市民サービスの拡大
　厳しい予算の中、財源を確保をしながら、情報
化の推進、市税などのスマホ決済や夜間窓口で
の住民異動届の受付開始、おくやみコーナー設置
などの市民サービス拡大にも努めてきました。

640億7,494万円（当初予算507億8,000万円、最終予算規模645億4,614万円）

622億9,768万円（執行率93.7％）歳出決算額

歳入決算額

■全会計規模 951億7,133万円 932億7,257万円歳　入 歳　出

■ 公営企業会計  （水道、下水道など5会計）

① 総務費 28.1％
総務、財産管理、広報広聴、協働のまちづくりなど

② 民生費 25.5％
児童、高齢者、障がい者の福祉推進など

③ 教育費 10.1％
学校の管理運営や教育施設の充実など

④ 土木費 8.4％
道路、河川、公園の整備など

⑤ 公債費 8.4％
これまでの施設整備などで借りたお金の返済に

⑥ 衛生費 8.1％
市民の健康づくり、ごみ・し尿の処理など

⑦ その他 11.4％
労働費、農林水産業費、商工費、消防費、災害復旧費、議会費（概数）
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補 正 額

補正後の予算額

（第8号）      3,903万円
（第9号）10億5,907万円
 （第10号）    1億417万円

510億2,488万円

国に意見書を提出国に意見書を提出

○コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　国に対して、地方自治体の財政需要に見合う財源を確保するため、地方税制の充実確保を強く要望

○核兵器廃絶に向けた建設的な議論を求める意見書
　　国に対して、自らの責務をより重く受け止め、核兵器廃絶に向けた建設的な議論を進め、全力を
尽くすことを強く要望

○加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を求める意見書
　　文教厚生委員会が「高齢者のための掛川市補聴器購入費助成制度の実施と国に保険適用を求める
請願書」を趣旨採択とし、国に対して、補聴器購入に対する公的助成制度を創設することを要望

掛川市議会では、令和３年１０月１日に以下の意見書の提出について全会一致で可決しました。

第8号補正

令和３年10月24日執行の参議院議員補欠選挙の費用

参議院議員補欠選挙費参議院議員補欠選挙費 追加 　追加 　3,903万円3,903万円

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
対策事業費対策事業費 増　　増　　

2億1,525万円2億1,525万円

観光宣伝費 観光宣伝費 増　 　　増　 　　
　　　　　　　　 1,000万円1,000万円

男女共同参画推進事業費男女共同参画推進事業費    
増増　 　　 　　　 　　 　　135万円135万円

　新型コロナワクチン接種の
11月完了を見込む、集団接種
会場運営委託
料や看護師報
償費など必要
な費用

　市内宿泊事業者が実施す
るワーケーション
受け入れに必要な
環境整備の経費
に対する補助金

　LGBT及び、女性
支援に関する事業
への寄附があり、
LGBT啓発パンフレ
ット作成、男性トイ
レにおむつ交換台
を設置

第9号主な補正

第10号主な補正

新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策
事業費事業費 追加   追加   
935万円935万円
　抗原検査キット
を１万キット購入

中小企業者等応援給付金 中小企業者等応援給付金 追加  追加  1億 5,875万円1億5,875万円
　令和3年4月から9月までのいずれか１ヶ
月の売上高が、前年または前々年の同月と
比べ、30％以上減少している中小企業者等
に給付

令和3年度一般会計補正予算（第8号・第9号・第10号）の概要
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小
学
校
に
お
け
る
安
全
で
安
心

な
学
習
環
境
を
目
指
し
て

小
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
学

校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
勤
務
時
間
を

１
時
間
増
や
し
て
５
時
間
勤
務
に
す
る

こ
と
で
、
昼
休
み
の
安
全
性
が
高
ま
る

と
思
わ
れ
る
が
実
現
は
可
能
か
伺
う
。

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
勤
務
形
態

変
更
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る

現
在
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
は
原

則
１
日
４
時
間
、
週
５
日
、
年

間
７
３
６
時
間
と
い
う
勤
務
条
件
で

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
１
日
５
時
間

勤
務
に
す
る
等
の
柔
軟
な
対
応
は
可

能
で
す
が
、
学
校
の
意
向
や
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
本
人
の
希
望
す
る
勤
務
形

態
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

小
中
学
生
の
通
学
の
安
全
性
を

高
め
る
取
り
組
み
は

本
市
で
も
通
学
路
の
安
全
点
検
及

び
危
険
箇
所
の
改
善
が
行
わ
れ

て
い
る
。
安
全
性
を
更
に
高
め
る
に
は
、

各
地
区
で
行

っ
て
い
る
取

り
組
み
に
つ

い
て
の
情
報

交
換
が
必
要

だ
と
思
う

が
、
見
解
を

伺
う
。

関
係
機
関
、
地
域
間
の
情
報
交
換

に
よ
り
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

現
在
、「
掛
川
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
」、「
交
通
安
全
協
会

掛
川
地
区
支
部
分
会
」
な
ど
で
、
地

域
を
含
む
関
係
機
関
に
よ
る
情
報
交

換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
、
関
係
機
関
、
地

域
間
の
情
報
共
有
を
図
り
、
各
地
区

の
活
動
が
よ
り
活
発
化
し
て
い
く
よ

う
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
自
宅
療
養
者

へ
の
支
援
は

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
自
宅
療
養

者
や
入
院
調
整
中
の
方
に
対
し
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
出
し
・

配
食
サ
ー
ビ

ス
・
買
い
物

代
行
な
ど
の

支
援
が
必
要

と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

保
健
所
に
よ
り
必
要
な
方
へ
の

支
援
が
さ
れ
て
い
る

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸

し
出
し
等
に
つ
い
て
は
、
保

健
所
に
よ
り
必
要
な
方
へ
の
対
応
が

さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
掛
川
市
と
し
て
の
支
援
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
自
宅
療
養
者
か

ら
食
料
支
援
な
ど
の
相
談
が
あ
れ
ば
、

保
健
所
を
ご
案
内
す
る
対
応
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
保
健
所
等

と
支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
家
庭
内
保
育

と
な
る
保
護
者
へ
の
休
業
支
援
は

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
家
庭
内
保
育

の
た
め
、
有
給
休
暇
で
対
応
す
る

保
護
者
や
、
有
給
休
暇
す
ら
な
い
雇
用

形
態
の
方
々
へ
の
対
応
と
、
企
業
へ
の

働
き
か
け
に
つ
い
て
伺
う
。

企
業
に
対
し
助
成
制
度
の
周
知
や

休
暇
取
得
の
お
願
い
を
し
て
い
く

現
在
、
保
護
者
の
休
暇
取
得
支

援
と
し
て
、
企
業
に
対
し
静

岡
労
働
局
所
管
の
「
両
立
支
援
等
助

成
金
」
が
あ
り
ま
す
が
、
８
月
１
日

以
降
に
取
得
し
た
休
暇
に
つ
い
て
は
、

「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
・
支
援

金
」
制
度
が
再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

掛
川
市
で
は
、
市
内
企
業
へ
助
成
内

容
の
お
知
ら
せ
や
、
保
護
者
の
休
暇

取
得
の
お
願
い
を
す
る
と
と
も
に
、

制
度
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
補
正
予
算
事
業
の
今
年
度
分
の
進
捗
と

今
後
の
市
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

パルスオキシメーター

地域の方による見守り活動

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

創
世
会

安
田
　
彰

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み
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Q

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

人
優
先
の
交
通
安
全
対
策
を

依
然
と
し
て
、
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ

形
式
の
歩
道
が
残
っ
て
い
る
。
交

通
弱
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
、
歩
行
者
に
安
全
な
セ

ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
に
変
え
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

歩
道
を
順
次
改
修
し
、歩
行
者
の

安
全
を
図
っ
て
い
く

歩
道
を
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
に
改

修
す
る
こ
と
は
、
よ
り
一
層
、
歩

行
者
の
安
全
な
通
行
確
保
に
繋
が
り
ま

す
の
で
、
歩
道
の
改
修
を
伴
う
道
路
改

良
事
業
の
中
で
順
次
改
修
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
新
設
の
幹
線
道
路

や
歩
道
の
新
設
が
必
要
な
道
路
も
、
セ

ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
の
歩
道
を
順
次
整
備

し
、歩
行
者
の
安
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
形
式
と
は
・
・
・
高
さ
10
㎝

　
〜
15
㎝
の
歩
道
。
歩
道
面
が
縁
石
と
同
じ
高
さ

　
で
車
道
面
よ
り
高
く
な
る
構
造
。

セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式
と
は
・
・
・
縁
石
を
挟
ん

で
歩
道
面
が
車
道
面
よ
り
５㎝
高
く
な
る
構
造
。

一
人
も
取
り
残
さ
な
い
避
難
対
策

を

災
害
時
、要
援
護
者
の
避
難
に
際

し
、情
報
伝
達
や
避
難
支
援
な
ど

の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

自
治
区
な
ど
と
協
働
で
避
難
支

援
個
別
計
画
を
作
成
し
て
い
る

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
、
同
報
無
線
や
防
災

メ
ー
ル
の
ほ
か
、
聴
覚
障
が
い
者
に

対
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
情
報
伝

達
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
方

法
の
整
備
で
す
が
、
災
害
時
の
避
難

に
困
難
が
伴
う
方
に
つ
い
て
は
、
自

治
区
な
ど
と
協
働
で
避
難
支
援
個
別

計
画
を
作
成
し
、
避
難
支
援
者
の
支

援
に
よ
り
、
避
難
場
所
ま
で
避
難
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
放
映
の
大
河
ド
ラ
マ

「
ど
う
す
る
家
康
」
の
準
備
は

当
市
の
大
き
な
観
光
資
源
で
あ
る

掛
川
三
城
（
掛
川
城
、高
天
神
城
、

横
須
賀
城
）
は
徳
川
家
康
と
関
連
が
深

い
。
２
０
２
３
年
放
映
の
大
河
ド
ラ
マ

に
合
わ
せ
、
史
跡
整
備
や
特
別
展
の
開

催
等
を
進
め
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

効
果
的
な
誘
客
の
方
策
を
検
討

し
て
い
く

徳
川
家
康
と
関
連
が
深
い
掛
川

三
城
に
つ
い
て
、
観
光
誘
客
等

の
視
点
に
立
っ
た
看
板
設
置
な
ど
の

環
境
整
備
や
特
別
展
の
開
催
、「
掛
川

三
城
も
の
が
た
り
」
の
Ｐ
Ｒ
、
関
係
市

町
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
周
遊
等
、
放

映
に
向
け
て
、
効
果
的
な
誘
客
の
方
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

全
公
共
施
設
へ
の
統
一
し
た
ネ
ッ

ト
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
施

設
は
そ
れ
ぞ
れ
の
予
約
シ
ス
テ

ム
、
体
育
館
や
公
民
館
は
窓
口
で
の
ア

ナ
ロ
グ
予
約
と
な
っ
て
い
る
。
近
隣
市

の
よ
う
に
統
一
し
た
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス

テ
ム
を
導
入
で
き
な
い
か
伺
う
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
管
理

方
法
等
を
把
握
し
、
検
討
し
て

い
く

現
在
、「
さ
ん
り
ー
な
」
や
「
い

こ
い
の
広
場
」
等
の
体
育
施
設

等
は
、
独
自
の
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
、「
手
の
ひ
ら
市
役
所
」
を
目
指
し

て
い
く
に
は
、
様
々
な
公
共
施
設
の

施
設
予
約
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施

設
管
理
方
法
等
を
把
握
し
な
が
ら
、

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

A

A

掛川三城ものがたり

創
世
会

石
川
紀
子

新
し
い
風

嶺
岡
慎
悟
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Q

交
通
弱
者
が
利
用
で
き
る
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
は

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
に
頼
る
こ

と
が
難
し
い
方
、
自
力
で
最
寄
り

の
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
行
け
な
い
方
な

ど
、
す
べ
て
の
交

通
弱
者
が
利
用
で

き
る
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
に

す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

「
掛
川
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
お
い
て
交
通
体
系
の
再
構
築

を
検
討
し
て
い
く

来
年
度
に
策
定
予
定
の
「
掛
川

市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
お

い
て
、
今
後
の
社
会
構
造
に
お
け
る
利

用
者
の
特
性
や
移
動
能
力
に
か
か
る
議

論
を
深
め
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に

は
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
型
の
交
通
を
視
野

に
入
れ
た
交
通
体
系
の
再
構
築
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

外
出
頻
度
が
少
な
い
高
齢
者
に

対
す
る
外
出
支
援
を

例
え
ば
、「
洋
服
を
買
う
」「
外
食
を

す
る
」等
、目
的
を
定
め
掛
川
市
内

の
企
業
や
飲
食
店
等
と
協
働
し
た
仕
組

み
を
構
築
し
、外
出
頻
度
が
少
な
い
高
齢

者
に
対
す
る
外
出
支
援
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

企
業
や
飲
食
店
等
と
協
働
し
た

仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

公
共
交
通
を
活
用
し
た
外
出
支

援
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
や
生
活
支
援
車
に
よ
り
、
生
活

に
必
要
な
移
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
企
業
や
飲
食
店
等
と
協
働
し
た

仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
企
業
等
の
協

力
が
得
ら
れ
れ
ば
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
「
掛
川
市
地
域
公

共
交
通
計
画
」
の
策
定
の
中
で
、
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
浸
水
・
冠
水
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
中
小
企
業
者

へ
の
新
た
な
支
援
策
を
望
む

中
小
企
業
振
興
会
議
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
共
産
党
か
ら
の
申
し

入
れ
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
疲
弊

し
営
業
継
続
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
事

業
者
へ
の
新
た
な
支
援
を
実
施
で
き
な

い
か
。

令
和
３
年
度
中
小
企
業
者
等
応
援

給
付
金
の
給
付
を
予
定
し
て
い
る

緊
急
事
態
措
置
区
域
に
追
加
さ

れ
た
こ
と
や
い
た
だ
い
た
意
見

を
踏
ま
え
、
即
効
性
の
あ
る
支
援
策

と
し
て
、
令
和
３
年
度
中
小
企
業
者

等
応
援
給
付
金
の
給
付
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
月
次
支
援
金

や
県
の
応
援
金
と
協
調
し
た
制
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

道
路
情
報
を
一
元
管
理
で
き
る

部
署
の
設
置
を
望
む

道
路
の
構
造
や
付
属
物
、
危
険
箇

所
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
位
置
等
の
情

報
を
一
元
管
理
し
、

道
路
の
安
全
性
確
保

の
た
め
の
総
括
的
方

針
を
出
せ
る
部
署
を

設
置
で
き
な
い
か
。

現
在
の
体
制
で
問
題
な
く
生
活
道

路
の
安
全
性
向
上
に
対
応
で
き
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
や
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

学
校
教
育
課
、
危
機
管
理
課
、
維
持

管
理
課
、土
木
防
災
課
、基
盤
整
備
課
、

都
市
政
策
課
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

す
る
機
関
と
協
議
・
調
整
を
図
り
な

が
ら
合
同
点
検
を
行
う
な
ど
、
適
切

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
に
つ
い
て
も
各
担
当
課
に
お
い

て
、
関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を

行
い
な
が
ら
状
況
把
握
を
行
い
、
庁

内
で
綿
密
な
情
報
共
有
を
図
る
現
在

の
体
制
に
よ
り
、
問
題
な
く
生
活
道

路
の
安
全
性
向
上
に
対
応
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

QA

A

Q

Q

A

A

創
世
会

鷲
山
記
世
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消
防
団
員
の
確
保
策
は

団
員
確
保
に
つ
い
て
、
各
分
団
は

大
変
苦
労
し
て
い
る
。
市
や
本
部

で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
地
元
の
支
援
・
協
力
が

必
要
と
思
う
が
、
自
治
区
や
地
区
へ
の

協
力
依
頼
な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
若
年
層
の

入
団
促
進
に
つ
い
て
検
討
す
る

例
年
、
消
防
本
部
で
は
区
長
会

連
合
会
理
事
会
に
お
い
て
、
消

防
団
長
と
と
も
に
団
員
募
集
に
つ
い
て

の
説
明
お
よ
び
依
頼
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
員
の
勧
誘
や
推
薦
の
方
法
な
ど
は
、

分
団
や
地
域
ご
と
様
々
で
あ
り
、
全
分

団
共
通
の
勧
誘
方
法
を
発
信
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

積
極
的
な
活
用
な
ど
、
若
年
層
の
入
団

促
進
に
繋
が
る
よ
う
な
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動
の
負
担
軽
減
を

団
員
確
保
の
た
め
に
も
、
式
典
や

査さ

閲え
つ

大
会
を
は
じ
め
、
訓
練
や
行

事
な
ど
、
消
防
団
活
動
全
般
に
つ
い
て

改
め
て
見
直
し
て
、
可
能
な
限
り
、
団

員
の
負
担
軽
減
を
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

負
担
軽
減
が
で
き
る
よ
う
団
本
部

と
更
な
る
研
究
を
進
め
る

こ
れ
ま
で
に
可
能
な
範
囲
で
、

活
動
の
回
数
を
減
ら
す
な
ど
の

負
担
軽
減
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

訓
練
や
活
動
を
過
度
に
制
限
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
場
で
団
員
の
行
動
が

安
全
に
遂
行
さ
れ
な
い
可
能
性
も
否

め
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
問
題
は
大
変

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

少
し
で
も
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
、

団
本
部
と
更
な
る
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
健
康
長
寿
推
進
と
敬
老
会
事
業
に
つ
い
て

誤
っ
た
認
識
を
払
拭
し
、
た
め
ら

わ
ず
に
利
用
で
き
る
生
活
保
護
へ

国
の
通
知
な
ど
も
反
映
さ
せ
、
分

か
り
や
す
く
正
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
、「
車
や
自

宅
が
あ
る
と
絶
対
申
請
で
き
な
い
。」
な

ど
の
誤
解
も
解
き
、
困
っ
て
い
る
市
民

が
た
め
ら
わ
ず
相
談
で
き
る
よ
う
に
改

善
を
。

相
談
し
や
す
く
な
る
よ
う
内
容
を

改
善
し
、
周
知
を
図
る

厚
生
労
働
省
の
通
知
に
合
わ
せ

て
、
掛
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
保
護
の
手
引
き
を
更
新
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
生
活
に
困
窮
さ
れ
て

い
る
方
が
相
談
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
手
引
き
の
内
容
を

改
善
し
、
市
民
や
支
援
者
へ
の
周
知

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

利
用
す
る
市
民
目
線
で
市
民
に

役
立
つ
情
報
の
発
信
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
情
報
を
、

利
用
す
る
市
民
目
線
で
統
一
的
に

整
理
配
列
し
、
役
立
つ
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
発
信
が
工
夫
で
き
な
い
か
。

情
報
検
索
し
や
す
い
表
示
や
配
列

に
な
る
よ
う
留
意
し
て
い
く

職
員
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
統
一

的
な
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
方
に
よ
っ
て
は
、
表
示
さ

れ
た
項
目
の
情
報
量
が
多
す
ぎ
て
探

し
に
く
か
っ
た
り
、
タ
イ
ト
ル
が
わ

か
り
に
く
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
際
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
情
報
検
索
し
や
す

い
表
示
や
配
列
に
な
る
よ
う
留
意
し

て
い
き
ま
す
。

Q

Q

Q

A

A

A
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議
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掛
川

鈴
木
久
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市
民
活
動
の
位
置
づ
け
は

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
に
、
掛
川
市

を
活
気
づ
け
る
の
は
市
民
活
動
で

あ
る
。
今
、
市
民
活
動
イ
ベ
ン
ト
が
な

く
な
り
、
活
動
報
告
も
評
価
も
出
来
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
市
民
活
動
を

ど
う
捉
え
、
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。

市
民
活
動
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
活
動
で
あ
る

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
活
発
に
行
わ
れ
て
き

た
活
動
が
継
続
さ
れ
、
ま
た
、
今
後

求
め
ら
れ
る
新
し
い
活
動
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
支
え
あ
い
、
役
立
ち
合
い
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現

が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
活
動
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

活
動
で
あ
る
と
、
改
め
て
そ
の
重
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
掛
川
市
有
機
農
業
推
進
宣
言
」

を
安
心
・
安
全
で
持
続
可
能
な
農
業

を
推
進
し
、
消
費
者
へ
の
意
識
改

革
を
推
進
す
る
う
え
で
も
「
掛
川
市
有

機
農
業
推
進
宣
言
」
を
提
唱
し
、
積
極

的
に
有
機
栽
培
へ
の
支
援
が
出
来
な
い

か
。環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
努
め

て
い
く掛

川
市
で
は
、
平
成
２８
年
度
に

掛
川
市
環
境
保
全
型
農
業
生
産

推
進
会
が
組
織
さ
れ
５
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
会
員
数
も
増
加
し
、
国
の

補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
現
在

４６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
有
機
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
当
推
進
会
を
中
心
に
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

対
話
重
視
の
市
政
運
営
の
た
め
に

対
話
に
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
で
あ
る
が
、
市
民
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
養
成
が
必
要
で
は
な
い

か
。フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
機

会
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
す
る

ま
ず
は
、
市
民
の
皆
様
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
と
効
果

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や

し
て
か
ら
、
学
ぶ
機
会
の
提
供
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
健
康
を
ど
う
守
る
の
か

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
健
康
二
次
被
害

が
心
配
さ
れ
る
が
、
影
響
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

健
康
的
影
響
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

対
策
を
考
え
て
い
く

令
和
２
年
度
当
初
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
、
生
活
様
式

の
変
化
に
よ
り
外
出
で
き
な
い
等
の

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
時
間

の
ゆ
と
り
か
ら
、
生
活
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
り
、
働
き
盛
り
世
代
の
健

康
意
識
の
向
上
が
う
か
が
え
る
な
ど
、

良
い
傾
向
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
健
康

指
標
に
つ
い
て
は
数
年
を
か
け
て
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
れ
ま
で

通
り
健
康
診
査
事
業
の
実
施
を
図
り

つ
つ
、
健
康
教
育
の
在
り
方
を
検
討

し
、
健
康
的
影
響
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Q

Q

A

A

新
し
い
風

松
浦
昌
巳

QA

A Q

QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

新
し
い
風

藤
澤
恭
子
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QRコードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、各議員の一般質問の動画が視聴できます。

上
内
田
地
区
ま
ち
協
防
災
部
の

取
り
組
み
事
例
の
活
用
を

上
内
田
地
区
ま
ち
協
防
災
部
は
、

地
区
民
の
自
助
・
共
助
の
防
災
意

識
や
知
識
を
深
め
る
各
種
講
座
を
開
催

し
、
女
性
の
参
画
を
図
っ
て
い
る
。
地
域

防
災
力
向
上
の
た
め
、
各
地
区
に
事
例

を
紹
介
し
活
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

上
内
田
地
区
の
取
り
組
み
を
先
進

事
例
と
し
て
啓
発
を
進
め
る

上
内
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
防
災
部
は
、
活
発
な
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、特
に
昨
年
度
は
、

地
域
の
女
性
を
対
象
と
し
た
「
女
性

の
た
め
の
防
災
講
座
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
防
災
活
動
へ
の
女
性
の
参
画

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
上
内
田
地
区
の

取
り
組
み
が
、
全
て
の
地
区
の
男
女
共

同
参
画
の
先
進
事
例
と
な
る
こ
と
で
、

防
災
活
動
が
よ
り
活
発
化
す
る
よ
う

に
、今
後
も
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
の
制
服
は
生
徒
自
ら
選
択

す
る
選
択
制
制
服
の
採
用
を

選
択
制
制
服
採
用
３
年
目
の
藤
枝

市
青
島
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
主

体
性
が
育
ま
れ
自
分
ら
し
く
行
動
す
る

姿
が
見
ら
れ
高
い
評
価
が
あ
る
。
本
市

生
徒
の
多
様

性
や
機
能
性

に
配
慮
し
た

選
択
制
制
服

の
採
用
に
つ

い
て
伺
う
。

様
々
な
視
点
を
考
慮
し
て
、慎
重

に
進
め
て
い
く

「
選
択
制
制
服
」
は
、
生
徒
の

多
様
性
を
配
慮
す
る
上
で
大
事

な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
保
護
者
の
費
用
負
担
の
増
加

や
業
者
へ
の
負
荷
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

や
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
生
徒
も
い
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
選

択
制
制
服
」
の
採
用
は
、
生
徒
や
保

護
者
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

様
々
な
視
点
を
考
慮
し
て
、
慎
重
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

令和２年度決算関係議案などを審査するため、付託された３つの常任委員会において、以下の質疑がありました。

常任委員会 委員長報告常任委員会 委員長報告 決算関係抜粋

環境産業
委員会
委員長
藤原正光

バス交通対策費について
運賃無料運行実証実験の結果から、バス路線
を見直し、デマンド型乗合タクシーの拡充に
方向転換していくのか。
地域交通体系を全体的に見直し、掛川市地域
公共交通計画において、ドアツードア型の施策
の効果等を検討していきます。

道路橋梁維持費について
草刈り作業員報酬等 465 万 7千円は、地域
の要望に応えられたのか。
要望が大変多く、十分応えられていませんが、
予算確保だけでなく、草刈りの担い手の問題な
ど、色々な視点で考えていく必要があります。

QQQ QQQ

AAA
AAA

文教厚生
委員会
委員長
嶺岡慎悟

中東遠総合医療センターについて
コロナ禍において、病院運営は大変な状況に
なっている。中東遠総合医療センター運営負
担金の妥当性について伺う。
現在は国からの補助金により黒字ですが、補助
金がなくなれば事業運営は赤字となるため、市
として相応の支援が必要だと考えています。

図書館の使用料について
大東図書館のギャラリーや会議室の使用料を
徴収していく予定はないか。
現在は社会教育施設なので無料としています
が、今後検討をしていかなくてはならないと考
えています。

QQQ QQQ

AAA
AAA

Q

Q

A

A

栄川中学校の校訓

市
民
派
・

公
明
倶
楽
部

窪
野
愛
子

総務
委員会
委員長
寺田幸弘

情報システム管理費について
情報システム管理費のうち、クラウドシステ
ム使用料が１億９,７００万円余りと高額だが、
従来の庁内サーバーによる管理方法と比較し
た場合どうなのか。
１０年を比較した場合、クラウド化した方が、
２億４千万円ほど安価になるとの試算により、
導入しました。

消防団員中型自動車等運転免許取得補助金
について
消防団活動費のうち、消防団員中型自動車等
運転免許取得補助金の予算枠１５名に対し、実
績が２名であるが、どのように周知したのか。
昨年度から新設した補助金制度であるため、
消防団本部を通じて、各分団に周知しました。

QQQ
QQQ

AAA AAA
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■文教厚生委員会が
　全会一致で趣旨採択
高齢者のための掛川市補聴器購入費助成
制度の実施と国に保険適用を求める請願書

■文教厚生委員会が
　全会一致で不採択
産前から保育園または幼稚園へ入園前の
親子を支えるつどいの広場に関する陳情書

■環境産業委員会が
　全会一致で趣旨採択
蔓延防止等重点措置・緊急事態
措置に伴う支援制度に関する陳情

９月定例会における審議結果一覧９月定例会における審議結果一覧９月定例会における審議結果一覧

予
　
　
　
　
算

令和３年度掛川市一般会計補正予算（第８号）について
令和３年度掛川市一般会計補正予算（第９号）について
令和３年度掛川市一般会計補正予算（第10号）について
令和３年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）について
令和３年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第１号）について
令和３年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１
号）について
令和３年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計補正
予算（第１号）について
令和３年度掛川市公共下水道事業会計補正予算（第１
号）について
令和３年度掛川市農業集落排水事業会計補正予算
（第１号）について

条
　
例

掛川市農地中間管理機構関連農地整備事業に係る
特別徴収金に関する条例の制定について
掛川市住民投票条例の一部改正について
掛川市森の都ならここの里条例の一部改正について

報
告

健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について

人
事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

決
　
　
　
　
算

令和２年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和２年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出
決算の認定について
令和２年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計
歳入歳出決算の認定について
令和２年度上西郷財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和２年度桜木財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和２年度東山財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和２年度佐束財産区特別会計歳入歳出決算の認定
について
令和２年度掛川市水道事業会計決算の認定について
令和２年度掛川市簡易水道事業会計決算の認定について
令和２年度掛川市公共下水道事業会計決算の認定に
ついて
令和２年度掛川市農業集落排水事業会計決算の認定
について
令和２年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計
決算の認定について

議

発

掛川市議会委員会条例の一部改正について
掛川市議会会議規則の一部改正について
「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書」の提出について
「核兵器廃絶に向けた建設的な議論を求める意見書」
の提出について
「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度
の創設を求める意見書」の提出について

そ
の
他

令和２年度掛川市水道事業会計剰余金の処分について
令和２年度掛川市公共下水道事業会計剰余金の処分
について
令和２年度掛川市農業集落排水事業会計剰余金の処分
について
令和２年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計
剰余金の処分について

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決 )　　  ○○賛成　×反対
創 世 会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志＊

松
本
　　　
均
＊

安
田

彰

石
川
紀
子

鷲
山
記
世

髙
橋
篤
仁

山
田
浩
司

藤
原
正
光

寺
田
幸
弘

山
本
裕
三

二
村
禮
一

橋
本
勝
弘

松
浦
昌
巳

嶺
岡
慎
悟

藤
澤
恭
子

窪
野
愛
子

山
本
行
男

大
井

正

勝
川
志
保
子

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

草
賀
章
𠮷

掛川市板沢財産区議会設置条例の制定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯

掛川市板沢財産区特別会計条例の制定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × × ◯◯

掛川市板沢財産区運営基金条例の制定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × × × ◯◯

令和２年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和２年度掛川市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和２年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和２年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

議員名

議案名

■賛否の分かれた議案（賛成少数否決 )
掛川市板沢財産区特別会計条例の制定に対する修正案 × × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

掛川市板沢財産区運営基金条例の制定に対する修正案 × × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ × ◯◯ ◯◯ ×

＊議長（松本　均）は、採決には参加しません ＊ SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

■全会一致で可決・認定・同意・受理

令和３年９月定例会かけがわ 市議会だより11
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